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平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
八
月
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
お

い
て
、「
児
童
の
商
業
的
性
的
搾
取
に

反
対
す
る
世
界
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、

清
水
澄
子
議
員
（
参
議
院
、
社
民
党
）

が
政
府
代
表
と
し
て
、
大
脇
雅
子
議
員

（
参
議
院
、
社
民
党
）
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間

人
や
民
間
団
体
の
つ
く
る
非
政
府
組
織
）

と
し
て
、
出
席
し
ま
し
た
。

同
会
議
は
、
先
進
諸
国
の
成
人
に
よ

る
東
南
ア
ジ
ア
等
で
の
児
童
買
春
の
急

増
、児
童
ポ
ル
ノ
の
氾
濫
は
ん
ら
ん

等
の
実
態
や
、

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
が
こ
の
よ

う
な
児
童
の
性
的
搾
取
を
禁
じ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
中
心
と
な

り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
、
ユ
ニ
セ
フ

（
国
連
児
童
基
金
）
が
協
力
し
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。

同
会
議
で
は
、
各
国
政
府
の
積
極
的

な
取
組
が
報
告
さ
れ
る
と
と
も
に
、
日

本
に
対
し
、
そ
の
取
組
が
不
十
分
で
あ

る
と
の
強
い
批
判
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
同
会
議
で
の
反
省
を
契

機
と
し
て
、
平
成
九
年
六
月
、
当
時
の

与
党
三
党
（
自
民
、
社
民
、
さ
き
が
け
）

の
国
会
議
員
を
中
心
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
つ
く
ら
れ
、
新
規
立
法
を
目

指
し
て
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
平
成
十
年

五
月
二
十
二
日
、
第
百
四
十
二
回
国
会

に
お
い
て
、「
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル

ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の

保
護
等
に
関
す
る
法
律
案
」（
以
下
、

「
旧
与
党
案
」
と
い
う
）
が
衆
議
院
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

旧
与
党
案
は
衆
議
院
法
務
委
員
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
が
、
審
議
に
は
入
ら

ず
、
継
続
審
査
と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
派
の
合
意
を
得
た
修
正

案
を
提
出
す
べ
く
、平
成
十
一
年
一
月
、

六
党
一
会
派
（
自
民
、
社
民
、
民
主
、

公
明
、
自
由
、
共
産
及
び
参
議
院
の
会
）

に
よ
る
「
児
童
買
春
問
題
勉
強
会
」
が

発
足
し
、
修
正
案
合
意
に
向
け
て
討
議

が
重
ね
ら
れ
、
平
成
十
一
年
三
月
三
十

一
日
、第
百
四
十
五
回
国
会
に
お
い
て
、
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施
策
の
紹
介
●
児
童
買
春
法
の

制
定
の
経
緯
と
そ
の
概
要

本
年
十
一
月
一
日
か
ら
、「
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
」
と
、

「
心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童
の
保
護
」
等
の
規
定
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
の
権
利
の
擁
護
を
目
的
と
し
た
「
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」

（
平
成
十
一
年
法
律
第
五
十
二
号
。
以
下
、「
児
童
買
春
法
」
と
い
う
）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
買
春
法
の
制
定
の
経
緯
と
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
（
な
お
、
本
誌
八
月
号
に
「
児
童
買
春
法
」
の
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

児
童
の
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
に

児
童
買
春
法
制
定
の

背
景
及
び
経
緯
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本
法
律
案
が
参
議
院
に
提
出
さ
れ
、
同

日
、
旧
与
党
案
は
衆
議
院
法
務
委
員
会

で
撤
回
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

本
法
律
案
は
、
平
成
十
一
年
四
月
二

十
八
日
の
参
議
院
本
会
議
、
同
年
五
月

十
八
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
ど
お
り
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
、
成
立
し
た
も
の
で
す
。

平
成
六
年
に
批
准
さ
れ
た
「
児
童
の

権
利
に
関
す
る
条
約
」
で
は
、
あ
ら
ゆ

る
形
態
の
性
的
搾
取
及
び
性
的
虐
待
か

ら
児
童
を
保
護
す
る
こ
と
を
約
束
す
る

等
と
規
定
し
て
い
ま
す
が
、
児
童
買
春

法
は
、
同
条
約
の
精
神
を
踏
ま
え
て
、

児
童
に
対
す
る
性
的
搾
取
及
び
性
的
虐

待
が
児
童
の
権
利
を
著
し
く
侵
害
す
る

こ
と
の
重
大
性
に
か
ん
が
み
、
児
童
買

春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
を
処

罰
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
行
為
等

に
よ
り
心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た

児
童
の
保
護
の
た
め
の
措
置
等
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
権
利
の
擁
護

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

児
童
買
春
法
で
は
、

十
八
歳
に
満
た
な
い
者
を
「
児
童
」
と

し
、「
児
童
買
春
」
を
、
児
童
等
に
対

し
、
対
償
を
供
与
し
、
又
は
そ
の
供
与

の
約
束
を
し
て
、
当
該
児
童
に
対
し
、

性
交
等
（
性
交
若
し
く
は
性
交
類
似
行
為

を
し
、
又
は
自
己
の
性
的
好
奇
心
を
満
た

す
目
的
で
、
児
童
の
性
器
等
を
触
り
、
若

し
く
は
児
童
に
自
己
の
性
器
等
を
触
ら
せ

る
こ
と
を
い
う
）
を
す
る
こ
と
と
、
ま

た
、「
児
童
ポ
ル
ノ
」
を
、
写
真
、
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
そ
の
他
の
物
で
あ
っ
て
、

①
児
童
を
相
手
方
と
す
る
又
は
児
童
に

よ
る
性
交
又
は
性
交
類
似
行
為
に
係
る

児
童
の
姿
態
、
②
他
人
が
児
童
の
性
器

等
を
触
る
行
為
又
は
児
童
が
他
人
の
性

器
等
を
触
る
行
為
に
係
る
児
童
の
姿
態

で
あ
っ
て
性
欲
を
興
奮
さ
せ
又
は
刺
激

す
る
も
の
、
③
衣
服
の
全
部
又
は
一
部

を
着
け
な
い
児
童
の
姿
態
で
あ
っ
て
性

欲
を
興
奮
さ
せ
又
は
刺
激
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
児
童
の
姿
態
を
視
覚
に
よ
り
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
り
描

写
し
た
も
の

と
そ
れ
ぞ
れ
定
義
付
け
て
い
ま
す
。

児
童
買
春
法
で
は
、

①
児
童
買
春
を
し
た
者
、
②
児
童
買
春

の
周
旋
を
し
た
者
、
③
児
童
買
春
の
周

旋
を
す
る
目
的
で
、
人
に
児
童
買
春
を

す
る
よ
う
勧
誘
を
し
た
者
、
④
児
童
ポ

ル
ノ
を
頒
布
し
、
販
売
し
、
業
と
し
て

貸
与
し
、
又
は
公
然
と
陳
列
し
た
者
、

こ
れ
ら
の
目
的
で
児
童
ポ
ル
ノ
を
製
造

し
、
所
持
し
、
運
搬
し
、
本
邦
に
輸
入

し
、
又
は
本
邦
か
ら
輸
出
し
た
者
、

⑤
児
童
を
児
童
買
春
に
お
け
る
性
交
等

の
相
手
方
と
さ
せ
る
等
の
目
的
で
当
該

児
童
を
売
買
等
し
た
者

を
処
罰
の
対
象
と
し
て
、
所
要
の
罰
則

を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
民
の
国

外
犯
も
処
罰
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
本
法
の
法
定
刑
は
　
ペ
ー
ジ
の

﹇
表
﹈
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
児
童
を
使
用
す
る
者
は
、
児

童
の
年
齢
を
知
ら
な
い
こ
と
を
理
由
と

し
て
、
児
童
買
春
周
旋
、
児
童
買
春
勧

誘
、
児
童
ポ
ル
ノ
頒
布
等
及
び
児
童
買

春
等
目
的
人
身
売
買
等
の
規
定
に
よ
る

処
罰
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若も

し
く
は

人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業

者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関

し
、
児
童
買
春
周
旋
、
児
童
買
春
勧
誘

又
は
児
童
ポ
ル
ノ
頒
布
等
の
罪
を
犯
し

た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、

そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
所
定
の

罰
金
刑
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

児
童
買
春
法
に
は
、
児
童
買
春
、
児

童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
に
よ
り
心
身

に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童
の
保
護

時の動き●1999.12

児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に

係
る
行
為
等
の
処
罰

両
罰
規
定

心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た

児
童
の
保
護
等

児
童
買
春
法
の

目
的

児
童
買
春
法
の

定
義

３１
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の
た
め
の
措
置
等
と
し
て
、
次
に
掲
げ

る
諸
規
定
を
設
け
ま
し
た
。

（1）

捜
査
及
び
公
判
に
お
け
る
配
慮
等

…
捜
査
及
び
公
判
に
お
け
る
配
慮
等

と
し
て
、
こ
の
法
律
で
規
定
す
る
罪

に
係
る
事
件
の
捜
査
及
び
公
判
に
職

務
上
関
係
の
あ
る
者
は
、
そ
の
職
務

を
行
う
に
当
た
り
、
児
童
の
人
権
及

び
特
性
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
名
誉
及
び
尊
厳
を
害
し
な
い
よ
う

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

し
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
こ

れ
ら
の
者
に
対
し
、
訓
練
及
び
啓
発

を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
し
て
お

り
ま
す
。

（2）

記
事
等
の
掲
載
等
の
禁
止
…
記
事

等
の
掲
載
等
の
禁
止
と
し
て
、
こ
の

法
律
で
規
定
す
る
罪
に
係
る
事
件
に

係
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
当
該
児
童

が
当
該
事
件
に
係
る
者
で
あ
る
こ
と

を
推
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

記
事
若
し
く
は
写
真
又
は
放
送
番
組

を
、
新
聞
紙
そ
の
他
の
出
版
物
に
掲

載
し
、
又
は
放
送
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

（3）

教
育
、
啓
発
等
…
教
育
、
啓
発
等

と
し
て
、国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、

児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
頒
布
等

の
行
為
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
児
童
の
権
利
に
関
す

る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
教

育
及
び
啓
発
等
に
努
め
る
も
の
と
し

ま
し
た
。

（4）

心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
児

童
の
保
護
…
心
身
に
有
害
な
影
響
を

受
け
た
児
童
の
保
護
と
し
て
、
関
係

行
政
機
関
は
、
心
身
に
有
害
な
影
響

を
受
け
た
児
童
に
対
し
、
相
互
に
連

携
を
図
り
つ
つ
、
相
談
、
指
導
、
一

時
保
護
、
施
設
へ
の
入
所
そ
の
他
の

必
要
な
保
護
の
た
め
の
措
置
を
適
切

に
講
ず
る
も
の
と
し
、
さ
ら
に
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の

保
護
者
に
対
し
、
相
談
、
指
導
そ
の

他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
し
て
お

り
ま
す
。

心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
児

童
の
保
護
の
た
め
の
体
制
の
整
備
…

心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童

の
保
護
の
た
め
の
体
制
の
整
備
と
し

て
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
心

身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童
の

保
護
に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進
、

こ
れ
ら
の
児
童
の
保
護
を
行
う
者
の

資
質
の
向
上
、
こ
れ
ら
の
児
童
が
緊

急
に
保
護
を
必
要
と
す
る
場
合
に
お

け
る
関
係
機
関
の
連
携
協
力
体
制
の

強
化
、
こ
れ
ら
の
児
童
の
保
護
を
行

う
民
間
の
団
体
と
の
連
携
協
力
体
制

の
整
備
等
必
要
な
体
制
の
整
備
に
努

め
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。

（6）

国
際
協
力
の
推
進
…
国
際
協
力
の

推
進
と
し
て
、
国
は
、
こ
の
法
律
で

規
定
す
る
罪
に
係
る
行
為
の
防
止
及

び
事
件
の
適
正
か
つ
迅
速
な
捜
査
の

た
め
、
国
際
協
力
の
推
進
に
努
め
る

も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
条
例
（
い
わ
ゆ
る

青
少
年
保
護
育
成
条
例
）
の
規
定
で
、

時の動き●1999.12

条
例
と
の
関
係
及
び

三
年
後
の
見
直
し

啓
発
ポ
ス
タ
ー

（5）

▼
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児
童
買
春
法
で
規
制
す
る
行
為
を
処
罰

す
る
旨
を
定
め
て
い
る
も
の
の
当
該
行

為
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法

律
の
施
行
と
同
時
に
、
そ
の
効
力
を
失

う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
児
童
買
春
法
に
は
、
三
年
後

の
見
直
し
規
定
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

児
童
買
春
及
び
児
童
ポ
ル
ノ
の
規
制
、

そ
の
他
の
児
童
を
性
的
搾
取
及
び
性

的
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
制
度
に
つ
い

て
は
、
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、

施
行
状
況
等
を
勘
案
し
、
検
討
が
加
え

ら
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な

措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
。（

法
務
省
・
警
察
庁
・
厚
生
省
）

時の動き●1999.12

児 童 買 春 罪 �3年以下の懲役又は100万円以下の罰金�

児 童 ポ ル ノ 頒 布 等 罪 �

3年以下の懲役又は300万円以下の罰金�

児童買春等目的人身売買罪� 1年以上10年以下の懲役�

児童買春等目的国外移送罪� 2年以上の有期懲役�

児童買春周旋・勧誘罪� 3年以下の懲役又は300万円以下の罰金�

業として行った場合�

5年以下の懲役又は500万円以下の罰金�

「児童買春法」の法定刑�

※これらの罪は、日本国民が国外で犯した場合も罰せられる�

「ユニセフ　ハンド・イン・ハンド月間」のお知らせ

世界161の国と地域で、子どもの命と暮らしを守るため
に活動しているユニセフでは、12月をハンド・イン・ハン
ド月間とし、街頭や職場、学校や家庭などで募金活動を展開
しています。
ハンド・イン・ハンドとは、文字どおり「手に手をとって」

世界の子どもたちの幸せと明るい未来を実現させるため、ユ
ニセフの「保健」「水と衛生」「栄養」「教育」「緊急援助」へ
の支援を通して『子どもの権利条約』がすべての子どもに守
られるよう、市民一人一人がボランティアとして参加するユ
ニセフの募金活動です。
今年のハンド・イン・ハンドのテーマは、「ユニセフ募金

で子どもに希望をーー紛争下の子ども達を救おうーー」です。
栄養不良、病気の蔓延、身体障害、教育の停止、子どもの兵
士など、紛争により、さまざまな被害が子どもたちに降りか
かっています。一人一人の小さな協力が紛争下で苦しむ子ど
もを救う大きな力となるよう、ユニセフでは、ハンド・イ
ン・ハンドへの多くの人の参加を待っています。
●ハンド・イン・ハンド中央大会
ハンド・イン・ハンド月間の中心イベントである中央大会

が、12月23日に行われます。さまざまな催しを交えながら、
各界の有名人や青少年団体の皆さんが街頭募金キャンペーン
を行います。
日時：12月23日（木） 14：00～15：30
場所：恵比寿ガーデンプレイス（東京都・渋谷区）

※ハンド・イン・ハンド募金及び中央大会について詳しく知
りたい方は、（財）日本ユニセフ協会（ 03ー3355ー
3222）までお問い合わせください。

☎
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